
　本書の第 2 版が公刊されてから， 4 年以上が経過した。幸いにして，本書第
2 版も一定の読者を得ることができ，内容をアップデートした第 3 版を公刊す
ることとした。第 3 版では，第 2 版公刊後に生じた実務の変化や，新たな立
法・重要判例などによる法内容の変化を反映させた。
　本書の構成も，「国際経済法」を別個の授業科目とする大学等が増えている
ことを考慮し，国際取引に対する公法的規制を扱う頁数を減少させ，その分を
私法的規制に当てるように変更した。具体的には，第 2 版の「第 7 章　国際的
企業活動⑵Ⅰ　投資」，「第10章　国際競争法」および「第11章　WTO と国際
取引」の部分を，第 3 版では「第11章　国際取引と公法──貿易・投資・競
争」として統合した上で，新たな執筆者に担当を依頼した。もっとも第 3 版の
内容も，第 2 版の内容を基礎とするものであり，このような変更許諾を賜った
馬場文・帝塚山大学准教授（第 2 版第10章担当）および内記香子・名古屋大学教
授（同第11章担当）には，心より厚く御礼申し上げたい。
　また，第 3 版では，新進気鋭の新たな執筆者に加わっていただいた。掲載担
当順にあげれば，小池未来・関西学院大学講師，山口敦子・名城大学准教授，
松永詩乃美・熊本大学准教授，藤澤尚江・筑波大学准教授，小野木尚・明治学
院大学准教授，後友香・神戸市外国語大学講師の 6 名である。また，最近の国
際取引法務を反映するため，シャープ株式会社の山崎理志氏にも新たな執筆者
に加わっていただいた。
　松岡博先生が「初版はしがき」で示された通り，「本書が国際取引法のわか
りやすく，利用しやすい標準的な教科書」として，学生諸君や実務家の皆さん
のお役にたてるよう引き続き努力することが，松岡先生からいただいた学恩に
報いるために我々ができることであると考え，第 3 版へのアップデートを行っ
た。その意味で，今回の改訂も，松岡先生の御指導・編集の下で行われたもの
である。
　最後に，索引・参考文献などの改訂において，池田泉さん（同志社大学大学院
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博士後期課程）に大変お世話になった。また，法律文化社の舟木和久氏の御尽
力なくして，今回の改訂も実現できなかった。心から御礼を申し上げる。

　　2022年 7 月25日　松岡先生のご命日にて

� 執筆者一同
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